
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《５年生》 
１ 単元名 
 意見を整理しながら、目的に向かって話し合おう 
   「失敗をめぐって」 （光村図書 下） 
 
２ 単元設定の理由 
（１）児童について 

これまでに、児童は、４年生で「話し合って
決めよう」を学習し、意思決定のための話し合
いを経験している。ここでは、「①意思決定を
するために解決しなければならない問題は何
か。②問題解決の条件や糸口はどこにあるか。
③自分たちの話し合いはかみ合っているか。」
の３つを意識しながら活動してきた。５年生に
なり、１学期教材「インタビュー名人になろう」
では、目的に沿って尋ねることや整理し、相手
に分かりやすく話したり、答えを正確に聞いた
りすることを学習した。朝の会では曜日ごとに
テーマを決めて、用意してきた発表メモをもと
にスピーチをしている。 
 

（２）単元について 
学習指導要領における第５学年及び第６学年

の「話すこと・聞くこと」の目標は、「目的や意
図に応じ、考えた事や伝えたい事などを的確に話
すことや相手の意図をつかみながら聞くことが
できるようにするとともに、計画的に話し合おう
とする態度を育てる。」である。本単元「意見を
整理しながら、目的に向かって話し合おう」では、
「失敗」に対して自分の体験や意見を交流し、解
決策を話し合う。そのためにも、失敗はだれもが
するという立場に立って失敗を出し合えるよう
にしていきたい。お互いの失敗を共有することで、
失敗の繰り返しを回避したり、失敗を小さくした
りする知恵を出していきたい。失敗というだれも
が体験することを題材にすることで、一人では考
え付かない案が生まれる。また、話し合うことで
新しいものの見方や考え方を手に入れることが
でき、お互いの理解が深まる。このような体験を
積み重ねることで「話し合ってよかった。」とい
う体験を積み重ねていきたい。 
 

（３）指導にあたって 
  本単元での学習活動は、三つに分けられる。一

つ目は教材を読み、話し合いの手順をつかみ、そ

れぞれの失敗談を語り合うこと。ここでは失敗は

誰にでもあるという立場にたち明るく話せる雰囲

気を作りたい。二つ目は、それぞれの失敗談をカ

ードに記入しながら分類・類型化していく。三つ

目は、失敗を「成功のもと」にするための方法を 

《6 年生》 
１ 単元名 
   聞き手の心に届くように発表しよう 

   「今、わたしは、ぼくは」 （光村図書 下） 

 
２ 単元設定の理由 
（１）児童について 

これまでに、児童は、３年生では「分類」と
いうこと、４年生では「伝え合う」ということ、
５年生では「人と『もの』との付き合い方」を
学習し、人前で発表することについて学習して
きた。そして６年生になり、「学級討論会をし
よう」を学習してきた。本教材は、これまでの
話す活動の「まとめの段階」にあたるといえる。
６年生になり、１学期教材「学級討論会をしよ
う」では、相手が分かるように整理しながら、
自分の考えを発表することを学習した。朝の会
では曜日ごとにテーマを決めて、用意してきた
発表メモをもとにスピーチをしている。 

 
（２）単元について 
  学習指導要領における第５学年及び第６学年

の「話すこと・聞くこと」の目標は、「目的や意

図に応じ、考えた事や伝えたい事などを的確に話

すことや相手の意図をつかみながら聞くことが

できるようにするとともに、計画的に話し合おう

とする態度を育てる。」である。本単元「聞く人

の心に届くように発表しよう」は、二学期もあと

約２ヶ月余りとなり、中学進学への意識が見られ

てきたこの時期に小学校生活への思いを振り返

り、本人にしか分からない気持ちや考えの変化を

言葉に表すことで、聞く人の心に届くような発表

にしていこうとする単元である。また、このよう

な活動を通して、これまでの小学校生活を振り返

り、残りの小学校生活を有意義なものにしようと

する児童の意欲を高めていきたいと考える。 

 
（３）指導にあたって 
  本単元での学習活動は、三つに分けられる。ま

ず一つ目は、これまでの生活を振り返らせ、忘れ

られない出来事を思い出させる。ここでは、過去

を振り返るだけでなく、何年後かの自分について

も考えてもよいことにしたい。二つ目は、話題を

決め、構成を考えていく。スピーチにむけて適切

な話題を決め、個性的な題を考えていく。これま

での学習をもとに創意工夫できるようにしたい。

構成を考える時は、「初め・中・終わり」の三部 

第５・６学年 国語科学習指導案 
日 時 平成２０年１０月１０日(金)５校時 
場 所 ５・６年教室 
児 童 ５年生 男子０名 女子１名 計１名 
    ６年生 男子２名 女子０名 計２名 
指導者 秋 田 尚 士 
サポート 大 里 由 美 



話し合うこと。ここでは分類・整理されたカード

をもとに改善に向けた、方向性のある話し合いを

させていきたい。失敗を回避する知恵を考えさせ

ていきたい。失敗を恐れず、また失敗をきちんと

見つめることにつながると考える。 

 

３ 単元の目標 

（１）国語への関心・意欲・態度 

  〇話し合いの大切さを知り、進んで話し合おう

としている。 

 

（２）話す・聞く能力 

  ◎話し合いの見通しをもち、目的や順序を理解

しながら、話題に沿って話し合うことができ

る。              （ウ） 

  〇自分にも似た経験がないかを考えながら聞

くことができる。（イ） 

 

（３）言語についての知識・理解・技能 

  〇語感、言葉の使い方に対する感覚などについ

て関心をもつ事ができる。（ウ（エ）） 

 

 

 

４ 単元の評価規準 

（１）国語への関心・意欲・態度 

  ・話し合いの大切さを知り、見通しをもって意

欲的に話し合いに参加しようとしている。 

 

（２）話す・聞く能力 

  ・話し合いの見通しをもち、目的や順序を理解

しながら、話題に沿って話し合っている。 

  ・友達の体験談を聞くときに、自分にも似た体

験がないかを考えながら聞いている。 

 

（３）言語についての知識・理解・技能 

  ・話し合いに使われている言葉を理解し、正し

く使っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 構成をもとに考えさせていきたい。三つ目は、こ
れまでの学習のまとめであることを意識させ、自
分の思いを聞き手の心に届けるために事前に十
分に練習をさせたい。 

 
３ 単元の目標 

（１）国語への関心・意欲・態度 

  〇小学校生活を振り返り、心に残っている出来

事を、聞き手の心に印象付けるスピーチをし

ようとしている。 

 

（２）話す・聞く能力 

  ◎小学校生活を振り返り、心に残っている出来

事を、聞き手の心に印象付けるスピーチにな

るように、話の組み立てや発表方法を工夫し

ながら話すことができる。（ア） 

  〇話し手の伝えたいことは何か、それを伝える

ためにどのような発表方法の工夫をしてい

るかに気をつけながら、話の内容を聞くこと

ができる。（イ） 

 

（３）言語についての知識・理解・技能 

  〇文や文章にはいろいろな構成があることに

ついて理解する。（ア） 

 

４ 単元の評価規準 

（１）国語への関心・意欲・態度 

  ・聞き手の心をつかむための方法を理解し、話

の組み立てや発表方法の工夫をし、聞き手の

心に印象付けるスピーチをしようとしてい

る。 

 

（２）話す・聞く能力 

  ・聞き手の心に印象付けるスピーチをするため

に、スピーチ原稿の組み立てを工夫したり、

思い出の場面に発表方法の工夫を取りいれ

たりしながら話している。 

  ・話し手の伝えたいことや思い出の場面にどの

ような表現方法の工夫をしているか、印象付

けるスピーチになっているかを考えながら

話を聞いている。 

 

（３）言語についての知識・理解・技能 

  ・書き出しを結論から、山場から、問いかけか

ら、対比からというようにさまざまな構成か

ら組み立ての効果を考えて、スピーチ原稿を

書いている。 

  

  

  

  
  
 



５ 指導計画 
 
《５年生》 （全 ７時間   〇印―本時） 
 

次 時 学習活動 
国語への 

関心・意欲・態度 
話す・聞く能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

 

１ 

 

〇体験談を交流す

るための学習計

画を立てる。 

・話し合う話題について

決めようとしている。

 

・教材文やＣＤから話し

合いの手順や方法を

理解し、話している。

・新出漢字を正しく読ん

でいる。 

 第
一
次 

 

２ 

 

〇見通しを持って

話し合う。 

 

・何をどんな順序で話し

合うか意識して、自分

の考えを話そうとし

ている。 

・自分が体験した事が相

手に正確に伝わるよ

うに話している。 

・話し合いに適した言葉

を正しく使っている。

 

３ 

｜ 

４ 

〇話し合いで出さ

れ た 意 見 を 分

類・整理する。 

・話し合いで出た意見を

進んで分類・整理しよ

うとしている。 

・出し合った体験につい

て、共通点をもとに分

類・整理している。 

・意見を見やすくまとめ

ている。 

 
第
二
次 

 

５ 

｜ 

⑥ 

〇分類・整理された

ものから意見を

まとめる。 

○スピーチ練習を

する。 

・話し合いから進んで意

見をまとめようとし

ている。 

・意欲的に練習に取り組

んでいる。 

・整理した意見を分かり

やすく話すために工

夫している。 

 

・整理した意見を見やす

く、まとめている。 

 

 

第
三
次 

 

７ 

 

 

〇学級で意見交流

会をする。 

 

・感想や意見を意欲的に

発表している。 

 

 

・自分の感想や意見を発

表している。 

・友達からの感想意見を

きちんと聞いている。

・表現したり、理解した

りするために必要な

語句を増やしている。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
《６年生》 （全 ７時間   〇印―本時） 
 

次 時 学習活動 
国語への 

関心・意欲・態度 
話す・聞く能力 

言語についての 
知識・理解・技能 

 

１ 

 

 

〇教材文を読み、学

習内容や方法を

知り、学習のめあ

てを持つ。 

・学習内容を知り、心に

残った出来事を考え

ようとしている。 

 

・学習のねらいや題材

の選び方を理解し、

自分らしい題材を考

えている。 

・新出漢字の読みや語句

の意味について理解

している。 

 

第
一
次 

 

 

 

２ 

 

 

 

〇題材を決定し、ス

ピーチの構成を

考える。 

 

・自分らしい題材を決め

ようとしている。 

・聞き手の心に印象つけ

るスピーチになるよ

うに、スピーチ原稿の

構成を考えようとし

ている。 

・自分らしさが表れる

ような題材を決定

し、スピーチ原稿の

書き出しの工夫や話

す順序などの構成の

仕方を理解してい

る。 

・文章にはさまざまな構

成があることを理解

している。 

 

 

３ 

｜ 

４ 

 

〇スピーチ原稿を

書く。 

 

 

・スピーチ原稿の構成を

もとにスピーチ原稿

を書こうとしている。

 

・構成の効果が表れる

ように、聞き手を意

識しながら原稿を書

いている。 

・伝えたい事がよく分か

るような文末表現に

ついて理解している。

 

 

⑤ 

 

 

〇スピーチの効果

的な発表の仕方

を考える。 

 

 

・聞き手に印象つけるよ

うな発表方法の工夫

をスピーチ原稿に書

き加えようとしてい

る。 

・効果的に伝える方法

を理解し、自分のス

ピーチ原稿に書き加

えている。 

 

・適切な声の大きさや速

さなどを理解してい

る。 

 

 

第
二
次 

 

 

６ 

 

 

 

〇スピーチ練習を

行う。 

 

 

・友達のアドバイスをも

とに発表方法を見直

したり、言葉遣いに気

をつけて話そうとし

ている。 

・友達のアドバイスを

もとに発表方法を見

直したり、効果的な

発表になるようにス

ピーチ練習をしてい

る。 

・適切な声の大きさや速

さなどで話している。

 

第
三
次 

 

７ 

 

 

〇発表会を行う。 

 

・発表会への意欲をも

ち、聞き手の心に印象

付けるスピーチにし

ようとしている。 

・聞き手の心に印象付

けるような発表の工

夫を取り入れたスピ

ーチをしている。 

・適切な声の大きさや速

さなどで話している。

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



６ 本時の学習 

≪５年生≫ 

（１）本時の目標  〇自分の意見を順序よく、分かりやすくまとめ、発表練習をすることができる。 

 

（２）本時の評価規準 

 

（３）仮説にかかわって 

   仮説２にかかわって、一人学びの最後の場面で、自分の意見を分かりやすくまとめることができ 

たか、始めに自己評価を行い、次に視聴覚機器を使うようにしたい。また学び合いの場面では、自 

分の意見が聞く人に分かりやすく伝わるかをサポートの先生とともに学習することで、確かめてい 

  くようにしたい。 

 

 

≪６年生≫ 

（１）本時の目標  〇自分のスピーチで「伝えたいこと」が聞く人に伝わるための効果的な発表の 

           仕方を考え、スピーチをまとめることができる。 

 

（２）本時の評価規準 

 
（３）仮説にかかわって 
   仮説２にかかわって、児童が自主的に進められるようにするために、学習リーダーを活用して 
  いきたい。また、間接指導時や学び合いの場面で、学習リーダーが適切に学習を進められるよう 
  に学習シートを工夫していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ） 努力を要する児童への支援（Ｃ） 

自分の意見を順序よく分か

りやすくまとめ、予防策を聞く

人に的確に伝わるように発表

練習をしている。 

自分の意見をまとめ、予防策

を発表するために練習がして

いる。 

個々の事例をどのようにすれば

予防できるか考えていく。 

一つの事例に対し、その予防策と

考えいく中で似ている予防策がな

いか考えていくようにする。 

十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ） 努力を要する児童への支援（Ｃ） 

自分のスピーチに合う、効

果的な方法を考え、スピーチ

原稿をまとめている。 

効果的に伝える方法を理解

し、その方法を自分のスピー

チ原稿に書き加えている。 

発表原稿にどの方法が適切か試

行錯誤しながら考えていく。 

どのような発表の仕方が自分の

考えている発表に近いか考えてい

くようにする。 



（４）展開 

５ 年 ６ 年 
段
階 ○指導上の留意点 

（評価） ●支援 学習活動 
形態

学習活動 ○指導上の留意点 
（評価） ●支援 

段
階 

課
題
把
握 

５
分 

〇学習の計画表をもとに確か

める。 

〇今日の学習は、失敗の予防策

を考える事を確認する。 

１ 前時の学習を振り

返る。 

２ 本時の学習課題を

確かめる。 

 

 

 

 

  １ 前時の学習を振り

返る。 

２ 本時の学習課題を

確かめる 

 

 

 

〇学習の計画表をもとに確か

める。 

〇今日の学習は、よりよいス

ピーチをするために教えあ

う事を確認する。 

課
題
把
握 

５
分 

 
 

 
 

課 

題 

追 

求 
 

３
５
分 

〇よりよい発表のためのポイ

ントを確かめる。 

●掲示物のなどをもとに確認

できるようにする。 

 

〇学習の進め方を理解させる。 

（関）自分の意見を分かりやす

く発表しようと積極的

に発表しようとしてい

る。 

 

（Ｓ）発表練習を適切に行える

ようにサポートしていく。 

 

○発表の様子をビデオに撮り、

観点にしたがって自己評

価していく。 

●評価する時は、重点となる項

目を決め評価するようにす

る。 

 

（話）自分が考えた予防策を、

話題に沿いながら、相手

に分かるように正確に話

している。 

（ｓ）発表を聞き、観点に従

い評価する。 
●修正があるときは、アドバ

イスをする。 

３ 分かりやすい発表

にむけてのポイント

を確かめる 

 

４ 予防策の発表練習

をする。 

 

 

 

 

 分かりやすい、発表

をめざし、原稿の修

正や読みの練習を

する。 
５ 発表の様子を記録

し、よりよい発表の

仕方をめざし練習す

る。 

 
 

６ 予防策の発表をす

る。 

 

  

 
 
 
 
 

３ よりよいスピーチ

にむけてのポイント

を確かめる。 

 

４ よりよいスピーチ

に向けて、話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 自分の原稿に修正

や書き込みをする。 

 

 

 

 

 

６ アドバイスをもと

に、練習をする。 

 ・練習をビデオテー

プに録画する。 

〇よりよいスピーチをするた

めのポイントを確かめる。 

●掲示物のなどをもとに確認

できるようにする。 

〇スピーチの構成について２

～３種類の形を用意してど

の形がよいかを話す。 

〇聞き手は、どの形のスピーチ

がよいと思うか、根拠をつけ

て意見をする。 

（話）友達へのアドバイスを考

え、進んで話している。

〇アドバイスをもとに、スピー

チの修正と練習を行う。 

（書）アドバイスをもとに原稿

に修正をしているか。 

（話）アドバイスを受け、練習

を進んで行っているか。

（ｓ）アドバイスをもとに、

修正されたスピーチ原

稿ができているかサポ

ートする。 
 
○練習の様子をお互いにビデ

オに撮りあう。 
○廊下に設置したビデオコー

ナーで撮るようにする。 

課 

題 

追 

求 
 

３
５
分 

ま
と
め 

 

５
分 

〇発表の様子を振り返り、学習

のまとめをする。 

 

７ 学習のまとめをす

る。 

 〇自己評価をする 

 

８ 次時の学習内容を

確認する。 

  ７ 学習のまとめをす

る。 

 〇自己評価する 

 

８ 次時の学習内容を

確認する。 

〇話し合いの様子を振り返り、

学習のまとめをするように

する。 

 

ま
と
め 

 

５
分 

 
 
 
 

自分の意見を分かりやすくまとめ、発表しよう。 聞く人の心に残るスピーチにしよう。

〇お互いにアドバイス

をし合う。 

【学び合い】 

〇自分の考えた予防

策の練習をする。 

【一人学び】 

〇原稿の修正をする。

【一人学び】 

〇自分が考えた予防

策を発表する。 

【学び合い】 



「
『
失
敗
』
を
め
ぐ
っ
て
」 

   
 

◎
失
敗
を
予
防
す
る
た
め
の
話
し
合
い
の
順
序
（
学
習
の
計
画
） 

 
 
 

□ 

失
敗
の
体
験
を
集
め
る 

 
 
 

□ 
失
敗
の
原
因
を
分
類
す
る 

 
 
 

□ 
失
敗
の
予
防
策
を
ま
と
め
る 

 
 
 

□ 

予
防
策
の
発
表
練
習
を
す
る 

 
 
 

□ 

発
表
し
、
意
見
交
流
会
を
す
る 

  
 

◎
よ
り
よ
い
発
表
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

〇
話
し
方
を
工
夫
す
る 

 
 
 
 
 

・
声
の
大
き
さ 

・
・
・
場
に
合
っ
た
（
３
の
）
声
で 

 
 
 
 
 

・
話
す
速
さ
、 

・
・
・
聞
く
人
を
考
え
て 

 
 
 
 
 

・
間
の
取
り
方 

 
 
 
 
 

・
調
子
（
強
弱
） 

・
・
・
自
分
の
考
え
を
よ
り
伝
え
る 

 
 
 
 
 

・
表
情
、
目
線 

 
 

学
習
の
進
め
方 

 
 

（
１
）
自
分
が
考
え
た
予
防
策
の
発
表
練
習
を
す
る 

 
 

（
２
）
練
習
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
か
、
ビ
デ
オ
を
使
い
確
か
め
る
。 

         
 

（
３
）
サ
ポ
ー
ト
の
先
生
を
相
手
に
実
際
に
練
習
し
て
見
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 

そ
し
て
、
練
習
の
課
題
を
評
価
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

 
 

（
４
）
学
習
の
振
り
返
り
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
（５）板書計画（５年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       （６年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ ② ① 練
習
の
ポ
イ
ン
ト 

   自
己
評
価
（
◎
―
○
ー
△
）

自
分
の
意
見
を
分
か
り
や
す
く
発
表
し
よ
う 

「
今
、
わ
た
し
は
、
ぼ
く
は
」 

    

◎
話
し
合
い
の
順
序 

 
 

□ 

伝
え
た
い
事
を
決
め
る 

 
 
 
 
 

・
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事 

 
 
 
 
 

・
心
に
残
る
言
葉 

 
 

・
将
来
の
夢 

 
 

□ 

構
成
の
工
夫
を
考
え
る
（
初
め
・
中
・
終
わ
り
） 

 
 
 
 
 

は
じ
め
・
・
・
資
料
、
会
話
、
引
用
、
問
い
か
け
、 
 
 
 
 
 

な 

か
・
・
・
資
料 

 
 
 
 
 

お
わ
り
・
・
・
資
料
、
会
話
、
引
用
、
結
論 

 
 

□ 

話
し
方
を
工
夫 

 
 
 
 
 

・
声
の
大
き
さ
、
調
子 

 
 
 
 
 

・
話
す
速
さ
、
間
の
取
り
方 

 
 
 

 
 

◎
話
し
合
い
を
す
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 

〇
話
し
手
・
・
・
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
は
、
ど
こ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
構
成
の
工
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
資
料
の
必
要
性 

 
 

〇
聞
き
手
・
・
・
話
の
中
心
が
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ど
の
よ
う
な
構
成
が
印
象
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

友
達
の
聞
い
て
も
ら
い
た
い
所
へ
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ド
バ
イ
ス
を
言
え
る
よ
う
に
聞
く 

   

聞
く
人
の
心
に
残
る
ス
ピ
ー
チ
に
し
よ
う 
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